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砂岩と錯層理(能嚢騰窪)

七尾付近に赤浦砂岩層と呼ばれるアルコｰズ質砂岩愈拡く分嚇してい

る.丘陵地末端の巖のあちこちに黄褐色の露頭を落しているの鳶董それ

である,これば非常に糠し麦う軟弱で蕗蔓鰯1で簡単に切りくず慈

れるため盛んにバラス馬1こ掘りとられている.固結劇重書わめて弱

い淡これでもれっきとした第三紀層注のである.この砂岩馴ζよく

みら寂る現象が地層の生層理酬ζ対して鎌めに発達す棚1ゆ小鯛襲で

こ虹は斜層理とv'われる蟻穂構造で鳶る.この斜層理の煩い淀方胸が

地層嬢欄跨の水流の向きを爺すも幻で写真では大都分淡澄から煮に商

って》沈と携憲される.このように水流作燭そもの湖亨でなく鱗屑

灘のあ義二とは地層が沿岸流のある海津禰纂などに堆穣し怒証拠であ

簑これらから地層の堆籟環境を細る重要な孚がかりの一つと慈虹てい

る.(盛谷饗乏)
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